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　　19世紀の後孚に入り北海道の開拓も次第に促進され

　るにつれて，冬期間同島の沿岸一幣を堅固におお5海氷

　が開拓事業の進捗におよぼす影響のきわめて大きいこと

　が広く開拓民の間に認識されはじめた．明治19年には

　開拓使が廃止されあらたに北海道庁が創設されたが，道

　庁では海氷が沿岸地方の気候？産業・海上交通などに与

　える影響の重大性にかんがみて，・全道周辺海域の海氷の

　調査の必要を痛感した．そこで道庁第3部が主体とな

　り，管下の沿岸の測候所と当時観測所として毎日気象観

　測を実施していた各戸長役場を網羅して，、オホーツク海

　と太亭洋に面する全海岸線に亘る広大な観測網の確立に

　着手し，つづく数年聞を鋭意その整備についやした．

　　この聞航路標識管理所の承諾をえて各灯台にも観測を

　委託したが，明治25年にはほぼ観測網も確立されたの

　で道庁では海氷調査に着手することとなり，同年1月1

　日を期して全道沿岸の測候所・観測所・灯台において沿

　岸観測が一斉に開始された．これが本邦におげる海氷観

　測の発端である．

　　以来国運の発展に俘って観測網もつぎつぎと拡充さ

　れ，その領域は樺太沿岸および千島の全域に達し，更に

、第2次大載中には軍事上の目的もあって艦艦・航室機に

　よる洋上および飛行機観測が沿岸観測に並行してオホー

　ツク海中部以南の全海域に亘って盛んに実施されその隆

　（カット写眞）縞走湾内に接逢した氷丘氷原
　オホーツク海北部で生成し，辞けて沖合に流出した海
氷が集合して南下の問に風やウネリで互に累積してでき
た氷丘氷の氷原（Patch　of　hummockedice）で，北よ
りの強風に圧されて湾内に侵入したもの．

　氷原の表面には至る処に塚状の氷丘（hummocks）が
みられる．写眞右測の水李線上にみられる一条の黒線
は，氷の存在しない開放水面（Open　water）で，左の
一牛島の下部・に連なる帯状の海面は浩岸水路（Shore　lead）

である．從ってこの状態では般舶は澹岸水路を利用し迂
回すれぱ沖合への出航は可能と思われる．写眞の手前の
氷域は網走の浩岸で生成した軟氷（Sludge－ice）の破片
　（白い氷塊）と氷泥　（Slush）が混在し，互に押付けら

れて厚さを櫓してできた混合軟氷（Sludge）とよぱれる
軟氷の特殊形で，氷原邑の問には多少の海面が介在して
いる．　　　　　　（1952，3，6　網走測候斯撮影）
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昇を誇った．またその成果はオボーツク海の海氷の実体

を余すところなく究め弓るものと期待されたが，敗戦に

よって措しくも挫折し観測網も再び北海道沿岸に局限さ

れ現在にいたった．

　このよろな激しい幾多の変遷をへながらも，明治25年

以来現在まで1日も中断することなく観測がつづげら

れ，内容的にも次第に高度化されたのはひとえに先人の

並々ならぬ労苦の所産である．最近オホーツク海の海氷・

が夏季の北海道および東北地方の気象に与える影響が再

認識され，その観測の規模も戦時を凌ぐ活況を呈してき

たが，この際先人の足跡をしのびっづその溜革を知るこ

とは將来に資するところが大きいと考える．

　以下手持ちの資料からわが国でり観測開始以来の沿革

を年代を追って述べてみる．

．沿　革

　明治25年（1892）海氷観測の発端

本年1月1日から沿岸の各気象官署および灯台におい

て，北海道庁による流氷調査のためのわが国での最初の

組織的な沿岸海氷観測がはじめられた．

　当時の実施官署及び観測内容はつぎの≧おりである．．

〔観測点〕　（測候所）網走　根室（観測所）宗谷　枝幸

　　　　　　沙那各戸長役場（灯台）落石岬

〔観測項目〕結氷初日　流氷初日　海氷絡日

　　　　　　流氷去来の状態（旬別）

初終日の外に毎旬間の流氷の去来の状況，目立って大き

な状態の変化なこを亭文で簡潔にまとめ，旬報として道

庁に報告した模様である．

　明治26－28年（1893乍95）報効義会が幌莚・占守

　雨島で観測を実施した

報効義会々員（群司大尉一行）はこの期聞両島で越冬し，

気象および海氷の観測を実施した．このろち海氷の観測

結果は一行中の白獺竈氏によってまとめられ道庁に報告

された．これによって北千島海域におげる海氷（定着氷

および流氷）の全貌が明らかにされたが，同報告中注目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
す補き点としてつぎのものがある・　　　　　　　・

1’天気”　2・4．



（1）酷寒期（2月）には占守島とカムチャッカ牛島の

海岸から次第に氷域を拡げた定着氷は沖合で接合し，占

守濾峡は全域とも氷原と化して辛弓じてカムチャッカヘ

の氷上渡行が可能である．

（2）会員中の…人がカムチャッカ北部探瞼のためべ一

リソグ漁挾付近まで北上し，牛島東岸で氷山の南流を観

測した．なおこれらの氷山はアリユーシャソ群島の間を

通って直ちに北太亭洋に流出し，占守島に達する流氷は

孚島東岸の沿岸氷であることを確認した．

（3）12月中旬ロシアの巡洋艦が占守海峡を通過してオ

ホーツク海に入るのを認めた．

　明治33年（1900）色丹島で観測が開始された．本年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　色丹土人ブレチ
　　　　　　　　　　　　　　　馨
　　　屯｝＿》　．婆　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ・エフエムカ

　　遡　　　　　　．艶　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノからはじめて　　　　圓　　　　　　　　㌧壽　　　　　笥
　　　　　　逸　　　　・＾
　　遡　　遜　　　　　　　　　　ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　観測報告があっ
　　團　　舳　　　　　　　　　　b
　　圏　　　一　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　た．34年には　　り　ゆ
　斡撃　　　塾ノ・
穐蜜螺　，、鎧　　　　　　　　　　　　　　　　　　同島斜古丹戸長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関根良七および
　　　　姻．井　¶！出　　　　　　　　　　●3温
　　　蝋　　　65　皇　　　　　　　　　　●井過
　　　　　　　　　　　　　　　　　土人ストローゾ　　　　　竺　　　　　　　　　　　　　　●5廻
　　　蜘　　　　　　　　　　　　　　　　　●6泌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツプ・ヤーコフ
　　　　囹印は明治，□印は大正年間・
　　　　　に開設されたもの　　　　　ノからそれぞれ

第1図　明治一大正年間の海氷観測綱　報告があり，南

千島方面の海氷観測は漸やく開始されるに至った．

　明治35年（1902）北海道近海航路の船舶による洋

　上観測がはじめられた

道庁では近漁補助航路に就航していた日本郵器の艀舶に

対し，洋上で流氷に遭遇した場合にはその詳細を観測し’

寄港後道庁に報告することを委託した．これより各艀舶

から流氷の位置・氷域・・性質・水面上露出の高さ，当時

の風向・風速・水温などを含めた流氷報告が道庁によせ

られた．これが本邦での船舶による濾氷観測の起源と思

われる．なお明治35－38年の間にこの観測を行った般

羅購縫灘　　　　　　　　’輯－　　　　　　　　ii難

饗懸灘嚢灘ミ灘懸＿．

　　〔写眞1〕平坦氷の氷野（Field　of　leve1－ice）

　　　　　　　　　　　　　　　　　常呂浩岸
沿岸で生成した板状軟氷が更に厚さを檜し，風やウネリ
で砕かれて表面が李坦な氷盤となη，そのまΣ流出した
｝ものが集って形成された氷野．まだ表面に氷丘を形成す
るには至らない．〔流氷〕　　　　　（1953．4．4）

1955年4月
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‘舶はつぎのとおりである．

（オホーツク海航路）日高丸北見丸住ノ江丸

（太李洋航路）田子ノ浦丸　十勝丸　天塩丸

（註）同年に提沢島に道庁沙那測候所が開設された．

　明治37年（1904）ルーチン観測の開始

　本年から従来の旬別の海氷状況の観測をルーチソ観測

に切り換えた・しか第・表糠灘留壽契、9。5）
しまだ氷量・氷厚な・

どの量的な観測にま．

では至らず，目覗に

よる日々の流結氷の

状況を亭文で日記風

仁月表記事欄に記録

した．また報告は

従来の旬報を月報と

観測点

宗　谷（観）

枝　幸（観）

網　走（測）

根　室（測）

沙　那（観）

落石岬（燈〉

流氷初日

．21

．18

．17一

．　7

．　9

．10

流氷終臼

皿．19

皿．15

1V．13

皿．30

1V．20

皿．21

し，別に海氷期の絡了後各官署毎に一冬間の海氷概況を

「流氷報告」にまとめて道庁に報告する型式が採用され

た．各地の月間の観測資料は，同年1月から道庁農工課『

（のちに経済部）で発刊された“北海道気象月表”年

「流結氷状況」および　「流結氷区域図」として牧録・刊

行された．

　明治38年（1905）観測点の増加

明治25年の観測開始以来観測点は年々壇加の一途をた

どり，本年に道庁が流氷報告を弓けた北海道と千島にお

げる観測点はつぎに示す26個所に達した．（第1図参照）

（測候所）網走　根室　沙那’襟裳岬＊

（観測所）船舶　宗谷　稚内　技幸　雄武　紋別　常呂

　　斜里　植別　標津　別海　霧多布　厚岸　釧路　白“

　、糠蘂取留別泊斜古丹各町村・『戸長役場

（灯台）納沙布岬　落石岬　安渡移矢岬

（註）＊襟裳岬灯台は明治19年に道庁から2等測候所と

しての業務を囑托され，一般気象の観測業務を実施して

いた．

　明治59年（1906）北海道庁が流氷調査の綜合報告

　を刊行した

道庁では明治38年を以て海氷調査の！契期とし，明治

25年以来行われてきた階岸と艦舶によるすタての観測

資料を整理・統合して，北海道と千島の周辺海域におげ

る海氷の綜合調査に着手し，その成果を「北海道流氷調

査報文」に編さんして本年5月第3部から各方面に配

布した．これによりオホーツク海南部海域での海氷の生

成過程・初絡日・期間・区域・経路・規模・生成または

去来時の気象などの詳細な綜合状況がはじめて紹介され

た．因みに同報文中にかかげられた各地の流氷初絡旧の

14年聞の亭均日を示せば第1表のとおりであ巻，

（註）明治43年釧路に測候所が開設された．

　明治44年（lall）樺太に観測網が確立した　　　　　．

日露職雫中大泊に設置された第10臨時観測所は・顎有
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　写眞2　氷丘氷の氷盤（Floe　of　humm6cked戸ice）
　　　　　　　　　　　　　　　　　網走湾内
海氷の破片（Cake）が互に雑然とっみ重な．ってできた
氷丘（hummocks）をもつ氷盤で，海面上露出のZF均高
さは3m程度．〔流氷〕（1952．4．7綱走測候所撮影）

後の明治40年には樺太庁観測所となり2澹岸の2個所

にその支所が設けられた．更に簡易観測所が各地に開設

されて漸やく観測網も確立しそれぞれ海氷観測を開始し

た』明治44年当時の樺太におげる観測点と観測項目は

つぎのとおりである．（第1図参照）

〔観測点〕　（観測所）ガ白　眞岡　敷香

（簡易観測所）西能登呂岬　海馬島富内東白浦久

　　春内　海豹島北名好

〔観測項目〕樺太沿岸の濾氷はそめ地勢上定着氷が主と

　　なるため，その観測項目も北海道とは多少異なりつ

　　ぎに示すものを含めた．

　1．軟氷浮流初日　（結氷初日）一はじめて海面に結氷

　　　を認めた日甲

　2．堅氷膠着初日一人馬の歩行に耐える程度以上に結

　　　氷が膠着した初日

　3．解氷初日一堅氷膠着の状態からはじめて融解また

　　　は流出した日

　4．全部流出日　（海氷絡日）一海氷が全部覗界外に流

　　　出した日

　5．結氷の状態・流氷去来の状況（日別）

日々の結氷の状態およびその変化，流氷の状況などを李

文で簡潔にまとめう初絡日とともに月毎に樺太庁観測所

（大泊）に報告した模様である．

　第2表樺太浩岸のZF均結氷初絡日（1908～21）

　　　　　　　　　堅氷膠着副解氷初日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　　結氷初日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全部流失日・観測点

　大正6年（1917）日高：浩崔に流氷が襲来しで甚大な

　霰害をうけた

本年3月25日早朝襟裳岬沖合に大規模な流氷幣が現わ

れ東寄りの風に圧されて接岸し，同日中に同岬を中心と

する北北東一北西の沿岸約12浬に亘って定着し，沿岸

一幣は流氷原と化した．27日には徐々に離岸しはじめ，

．28日には沖合に流出して覗界外に脱した．このため同岬

を中心とする左右6浬の海岸に生えた且布，海羅，銀杏

草はすべてかきとられ，沿岸：には海生の難草までも一物

も残さない程でその損害は当・時の金額にして11万余円

に達した．これは観測開始以来の未曾有の現象で，永佳

古老のまだ見聞したことのないものであったと記録され

ている．

　大正10年（1921）樺太：浩岸の海氷綜合報告が刊行

　され，船舶用観測法が制定された

樺太庁観測所では同島領有以来瞥下の各支所と簡易観測

所で観測された海氷資料を綜合して同島沿岸全域に亘る

海氷状況の調査を試み，その成果を同年発行の「樺太気

候一斑」に濾氷の章として挿入・刊行した．　　　　　　　’

　同章には各観測点の亭均結氷初絡日・結氷概観・氷結

季節と水温・各沿岸の状況・流氷などの項が含まれてい

る．これによれば各地のユ4力年聞の李均結氷初絡日は

第2表のとおりである．

（註）樺太沿岸ではその後大正9年に本斗に，大正11

年に安別にそれぞれ庁観測所の支所が開設され，観測を

行った．

　一方，大正9年に創設された海洋気象台（紳戸）では

従来海洋気象の観測が各般舶によりて区々な方式で行わ一

大　泊 X正．　281　　1．　17

敷香国28
眞岡国・4・

皿．　28

1皿．　14

皿．　26

皿．　30

］V．　9

皿．　28

写眞3　通常冬氷の外原（Patch　of　pr6ssure－ice〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　落石岬沖
個々の氷盤の癌接度の比較的小さな氷原内に船を入れ，
船上で撮影したもの．太李洋に流出した流氷の特徴とし
て，急速に分散衰弱してゆく様子がわかる，．〔流氷〕
　　　　　（1952．3．13　巡覗船だ）・とう加藤氏撮影）

＾．～【＾～～一・・｛～～・～～、～表《～～㌦紙～～桐》写㌔～｝》㌔眞“　壷　・論へ～》…明暫榊晒｛ハ｛圃～｝）V》、｛～・吋
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
）　これ’は・稚内沖合で見られた辞氷の流氷帯（Stream　of　brash－ice）である・　　　　　　　　　　　　　　シ

～　普道径2m以下び）小さ’な氷の砕片（bit）が，もとの揚所を離れ帯状lrこ集って流れ出したもので，風やウネリや1～
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

》海潮流で漂流する．梓氷の氷域内の船舶の航行はおおむね可能である．　　（1953・1・7　稚内測候所撮影）　　　》
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
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「

れており，調査上その比較に不便であったのでその基準

となるべき「海洋気象観測法」を本年編さんして刊行し

た・同観測法の第8章の雑象の中には海氷の項が挿入さ

れ，ここに本邦でほじめての海氷に関する艦舶用の観測

基準が制定された．

　同法では，「海氷を認めたるときは，その日次時刻を

一記し，氷量の多少，氷結の模嫌，漂流する方向などを詳

細に記しおかれたし」とあり，海氷の種類としてつぎに

示すものが列記されている．

　1．氷山（lce　berg）

　2・氷堤（lce　barrier）

　3．野氷（Field　ice）

　4．逸氷（Floe　ice）

　5．陸氷（Land　ice）

　6・錐氷（Hummocky　ice）

　7．群氷（Pack　ice）

　8．乏氷（Drift　ice）

　また同台制定の海上気象報告用紙が一般船舶に配布さ

れ，海氷を観測した場合には上記の諸項を記事欄に記入

して海洋気象台に邊付することとなった．

　大正ll年（1922）海軍水路部委託の観測がはじめ

　駅られた

本年海軍水路部では前記の観測法に準じて「海洋気象観
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測心得」を制定し，部内艦船と一般商船に対して洋上で

海氷に遭遇した場合にはその詳細を観測して同部に報告

することを委託した．これより北太李洋海域に行動する

艦艦から観測資料が送られ，同年から水路部で発刊した

水路要報に「水路報告」として牧録されるよろになっ

た．（未完）

　　　　　（1955・1．14函館海洋気象台調査課）

　　　　　写眞4　氷岩．（Growlers）

　　　　　　　　　　　　　　　　　根室湾浩岸

野付水道を南下し湾内に定着した流氷野が沖合に去った
後
、
に残されたもの．浅瀬にのり上げ大部分を海面上嶋露
出している『6〔定着氷〕

　　　　　　　　（1953・2・10禄室測候所撮影）
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書 評’

The　Physics　of　the　Stratosphere

－Cambridge　Monographs　on　Physics－

　　　　　　　R．M．Goody著

　成暦圏の物理に関する著書はこれまでにいろいろ出て

いるが，この本のよ弓に手頃な頁数で始めてのへにも容

易に成暦圏の全貌を与えてくれる本は見当らない．近

来・ロケツト観測およびゾソ’デ観測の上昇限の拡大夙よ

って成層圏の様相が急速に明らかになって来た。対流圏

におげる気象現象が成暦圏の現象と密接に組合されて現

われていることが，いろいろな方面で研究されて来てお

り，大気の熟経済や大気の週期変化を考える時にも，成

暦圏の果す役割は無覗できない．ところが，われわれは

普通，成暦圏は遙かに遠い高いところにあるといろ観念

から，あるいは．トロポポーズが何力壁のよ弓な性質のも

のであるというよ弓な幻想から，そして，大気の大部分

は対流圏にあるとい5考えから，成暦圏は無覗されて来

た成暦圏についての手近な入門書として，この本の果

す役割は大きいと見なげればならない．

　この本の内容は6章に分れ，第1章序文では成層圏発

見の歴史と成暦圏各部の名称．（Chapmanその他の人に

1955年4月

よ．る名称があるが，この著者の名称がより簡単で，相対

位置が明らかである），使われる測定用具について詳しい

読明がしてあり，第2章に温度について，測定方法とそ

れによる測定結果を述べている．第3章は大気組成，第

4章では特にオゾソを取あげて論じている．第5章は風

と乱流について述べ，成暦圏にも乱流があることを明ら

かにしている．第6章では輻射を取扱い，最後に“成暦

圏の種々の基礎資料（より正確な組成と温度について

の）が成層圏の現象を理解するのに必要であるし，より

細密な方程式の取扱いが，また要請される．そこで，大

気蓮動の根元がかくして発見することも可能になるだろ

う”とこれらの間題について多くの研究者の努力を期待

して巻を閉じている．成層圏の諸現象を述べる場合にほ

とんど静的統計的な記述に絡っており，われわれになじ

みの深いシノプティックな取扱い，あるいは一般気象現

象との関係について述べていないことが欠点で，そのた

めに気象家に成層圏についての積極的な関心を呼ぴ起さ

ないろらみがあるのが残念である．

　なお，大気振動に関する事項は同じシリーズの

Wilkes著“Oscillations　ofthe　Earth’sAtmosphere”

（1949）にあるので割愛してある．　　　（奥田）
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